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●日本の主な火山活動 

 平成 17 年（2005 年）９月の主な火山活動は次のとおりである。 

【噴火した火山】 

▲ 桜 島［比較的静穏な噴火活動（レベル２）］ 

２日及び 19 日に噴火※が観測されたが、爆発的噴火は観測されなかった。 

※ 桜島では噴火活動が活発なため、噴火のうち、爆発的噴火もしくは一定の規模以上の噴火を桜島の噴火の回数として

計数している。 

▲ 諏訪之瀬島［活発な状況（レベル３）］ 
７～９日及び 21～23 日に噴火が観測された。 

【活動が活発もしくはやや活発な状態にあるか、観測データ等に変化のあった火山】 

● 十勝岳［やや活発な状況］ 

62－２火口は噴煙活動が活発で、高温状態が

続いている。 

● 樽前山［やや活発な状況］ 
Ａ火口及びＢ噴気孔群は高温状態が続いて

いると推定される。 

● 浅間山［やや活発な状況（レベル２）］ 

山頂火口内の高温状態、火山ガス（二酸化硫

黄）の放出量、火山性地震及び微動のやや多い

状態が続いている。 

● 三宅島［やや活発な状況］ 

火山ガス（二酸化硫黄）の放出量は、2004 年

秋以降、１日あたり２千～５千トン程度で、依

然として多い状態が続いている。 

● 福徳岡ノ場［やや活発な状況］ 

11 日及び 15 日に変色水が確認された。 

● 阿蘇山［やや活発な状況（レベル２）］ 

中岳第一火口浅部の熱的な活動のやや活発が続い

ている。 

● 霧島山（御鉢）［やや活発な状況（レベル２）］ 

御鉢火口の噴気活動は依然としてやや活発な状態

が続いているが、次第に収まる傾向がみられる。 

● 薩摩硫黄島［やや活発な状況（レベル２）］ 

４日に火山性地震がやや多く発生した。 

● 口永良部島［やや活発な状況（レベル２）］ 

火山性地震のやや多い状態が続いている。

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

注１ 本資料において、レベルは

火山活動度レベルを示す。 

 

注２ 記号の意味 

▲：噴火した火山 

●：活動が活発もしくはやや活発

な状態にあるか、観測データ

等に変化のあった火山 

◇：その他記事を掲載した火山 

①②等の丸付き数字：火山活動度

レベル 

 

末尾の資料 

• 過去１年間の火山活動の状況

• 期間中に発表した火山情報の

一覧表 

図１ 今回記事を掲載した火山
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各火山の活動解説 

 

◇ 雌阿寒岳 ［比較的静穏な状況］ 

地震活動、噴煙活動、地殻変動等の観測データ

には特段の変化はなく、火山活動は比較的静穏に

経過した。26～30 日に行った調査観測では、ポ

ンマチネシリ 96-1 火口の温度は前回（本年６月）

に引き続き低下傾向が認められ、他の火口の状況

にも特段の変化はなかった。 

 

● 十勝岳 ［やや活発な状況］ 

62-2 火口の噴煙活動は活発な状態が続いてお

り、噴煙の高さは火口縁上概ね 200ｍで推移した。

12～16 日に行った調査観測によると、62-2 火口

の最高温度は約 400℃（赤外熱映像装置 1)による）

で引き続き高温の状態であった（前回６月 22 日

約 300℃）。 

21 日 02 時 33 分頃から継続時間約６分の振幅

の小さな火山性微動が観測された。地震活動や地

殻変動に特段変化はなかった。火山性微動が観測

されたのは７月７日以来である。 

火山性地震の発生状況に特段の変化はなく、Ｇ

ＰＳによる地殻変動観測では火山活動に起因す

ると考えられる変化はみられなかった。 

1) 赤外放射温度計及び赤外熱映像装置は、物体が放射す

る赤外線を感知して温度もしくは温度分布を測定する

測器であり、熱源から離れた場所から測定することが

できる利点があるが、測定距離や大気等の影響で実際

の熱源の温度よりも低く測定される場合がある。 

 

● 樽前山 ［やや活発な状況］ 

前期間と比べ、Ａ火口及びＢ噴気孔群の噴煙の

状況に特に変化はみられていないことから、これ

らの火口の熱的な活動にも大きな変化はなく、依

然として高温の状態が続いていると推定される。 

火山性地震の発生状況に特段の変化はなく、火

山性微動は観測されなかった。また、ＧＰＳによ

る地殻変動観測では火山活動に起因すると考え

られる変化はみられなかった。 

 

◇ 有珠山 ［静穏な状況］ 

地震活動、噴気活動、地殻変動等の観測データ

には特段の変化はなく、火山活動は静穏に経過し

た。 

 

◇ 北海道駒ケ岳 ［静穏な状況］ 

ＧＰＳによる地殻変動観測では、わずかな山体

膨張が引き続き観測されているが、地震活動、噴

気活動等の観測データには特段の変化はなく、火

山活動は静穏に経過した。 

 

◇ 岩手山 ［静穏な状況］ 

地震活動、噴気活動等の観測データには特段の

変化はなく、火山活動は静穏に経過した。 

 

◇ 秋田駒ケ岳 ［静穏な状況］ 

地震活動に特段の変化はなく、火山活動は静穏

に経過した。 

 

◇ 吾妻山 ［静穏な状況（レベル１）］ 

地震活動、噴気活動、地殻変動等の観測データ

には特段の変化はなく、火山活動は静穏に経過し

た。 

 

◇ 安達太良山 ［静穏な状況］ 

地震活動、噴気活動、地殻変動等の観測データ

には特段の変化はなく、火山活動は静穏に経過し

た。 

 

◇ 磐梯山 ［静穏な状況］ 

地震活動、噴気活動、地殻変動等の観測データ

には特段の変化はなく、火山活動は静穏に経過し

た。 

 

◇ 那須岳 ［静穏な状況］ 

地震活動、噴煙活動、地殻変動等の観測データ

には特段の変化はなく、火山活動は静穏に経過し

た。 

 

◇ 草津白根山 ［静穏な状況（レベル１）］ 

地震活動、地殻変動等の観測データには特段の

変化はなく、また噴煙は観測されず、火山活動は

静穏に経過した。 
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● 浅間山 ［やや活発な状況（レベル２）］ 

山頂火口内の高温状態、火山ガス（二酸化硫黄）

の放出量、火山性地震及び微動のやや多い状態が

続いている。 

山頂火口からは白色噴煙が連続して噴出して

おり、噴煙は最高で火口縁上 600ｍまで上がった。

また、山麓の高感度カメラ 2)で捉えられる程度の

微弱な火映がたびたび観測されており、火口内は

依然として高温状態が続いていると推定される

（図２）。 

14 日及び 30 日に行った火山ガス観測では、二

酸化硫黄の放出量は１日あたり 2,000～3,700 ト

ン（14 日）及び 200～300 トン（30 日）と変動が

やや大きいものの、依然としてやや多い状態が続

いている（図３）。 

13 日に上空から行った観測 3)および 15～16 日

に山頂部付近で行った調査観測では、山頂火口内

の地形等の状況は前回（８月４～５日）観測時に

比べ特に変化はなく、火口底は緩やかなすり鉢状

であった。火口縁からの観測では引き続き火口底

の噴気孔内部で赤熱現象 4)が見られ、赤外熱映像

装置 1)による観測では約 710℃と極めて高い温度

が観測された。これは前回（８月５日）の観測（約

570℃）に比べ約 140℃高い値であるが、前回に

比較して今回は火口内の噴煙量が少なく噴気孔

がはっきり確認されており、観測条件が良かった

ため実際の噴気孔内の温度に近い値が観測され

たものとみられる。 

図３ 浅間山 二酸化硫黄の１日あたりの放出量（2004 年８月～2005 年９月） 

大きい▲は中爆発、小さい▲は小噴火以下を示す。 

○は車載ﾄﾗﾊﾞｰｽ、◇はヘリ搭載ﾄﾗﾊﾞｰｽによる。 

図２ 浅間山 2004 年８月～2005 年９月の噴火、火映、火山性地震及び微動の日別発生状況 
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（注１）2004年９月16日の地震回数は1406回、17日は624回。

（注２）2004年10月23日は新潟県中越地方の地震により18～23時の計数不能。

（注２）

（注２）
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火山性地震は、３～５日及び 12 日に１日あた

り 100 回を超えるなど上旬に多く発生した。その

後やや減少傾向がみられたが、依然としてやや多

い状態が続いている。震源はほとんどが山頂火口

直下の深さ約１～３km に集中しており、前期間

までと比べ特段の変化はなかった。火山性微動の

回数もやや多い状態が続いており、１日あたり０

～10 回で推移した（図２）。 

傾斜計及びＧＰＳによる地殻変動観測、光波測

距観測では火山活動に起因するとみられる変化

はなかった。なお、国土地理院のＧＰＳによる広

域の地殻変動観測によれば、浅間山周辺の基線で

は、2004 年 10 月後半以降、山体の膨張を示す伸

びが観測されていたが、最近は伸びの傾向が鈍化

したようにみられる。 

2) 気象庁及び国土交通省関東地方整備局利根川水系砂

防事務所が設置。 

3) 長野県の協力により、気象庁と東京大学地震研究所が

共同で実施。 

4) 赤熱現象：物体が高温になり 500℃程度以上になると

赤く発光して見える現象。噴火で噴出した溶岩や噴石

をはじめ、地下から高温の火山ガスが噴出して周辺の

地表面が熱せられた場合にも見ることができる。 

 

◇ 御嶽山 ［静穏な状況］ 

地震活動、地殻変動等の観測データには特段の

変化はなく、また噴煙は観測されず、火山活動は

静穏に経過した。 

 

◇ 富士山 ［静穏な状況］ 

地震活動に特段の変化はなく、火山活動は静穏

に経過した。 

 

◇ 伊豆東部火山群 ［静穏な状況］ 

地震活動、地殻変動等の観測データには特段の

変化はなく、また噴煙は観測されず、火山活動は

静穏に経過した。 

 

◇ 伊豆大島 ［静穏な状況（レベル１）］ 

地殻変動観測では、長期的な山体の膨張傾向は

継続しているが、地震活動には特段の変化はなく、

また噴煙は観測されず、火山活動は静穏に経過し

た。 

 

● 三宅島 ［やや活発な状況］ 

多量の火山ガス（二酸化硫黄）の放出が続いて

いる。 

噴煙活動は引き続き活発で、白色噴煙が山頂火

口から連続的に噴出した。期間中の噴煙の最高は

火口縁上 1,100ｍであった（前期間の最高は火口

縁上 1,000ｍ）。 

上空から行った火山ガス観測 5)では、二酸化硫

黄の放出量は１日あたり 2,500～7,100 トンと依

然として多い状態であった（図４）。三宅村の火

山ガス濃度観測でも、山麓でたびたび高濃度の二
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図４ 三宅島 二酸化硫黄の１日あたりの放出量（2000 年８月～2005 年９月） 

2004 年秋以降は１日あたり２千～５千トン程度で、依然として多い状態が続いている。
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酸化硫黄が観測されている。 

全磁力の連続観測では特に変化はみられず、地

下の熱的な状態に大きな変化はないものと考え

られる。 

３日、９日、11 日及び 14 日に火山性地震が一

時的に増加し、これらの地震増加中に空振を伴う

低周波地震が発生した。低周波地震発生時、噴煙

の状況等その他の観測データには特に異常はみ

られなかった 6)。３日 17 時 53 分に発生した低周

波地震では、三宅村神着及び三宅村坪田で震度１

を観測した。また、５日及び 21 日にも空振を伴

う低周波地震が発生したが、地震の増加はなく、

噴煙の状況は雲による視界不良のため確認でき

なかったが、その他の観測データには特に異常は

見られなかった。これらの低周波地震発生後に行

った現地調査では山麓部で降灰は確認されなか

った。 

８月 28 日（前期間）から、時々、振幅の小さ

な火山性連続微動が 10～40 分程度の周期的な間

隔で観測されていたが、９月２日を最後に観測さ

れていない。この連続微動に関係して、噴煙活動

等の観測データに変化はみられなかった。 

ＧＰＳによる地殻変動観測では、山体浅部の収

縮を示す地殻変動は徐々に小さくなりながら、現

在も継続している。 

5) 15、28 日に、陸上自衛隊及び海上保安庁の協力によ

り実施。 

6) 三宅島では、空振を伴う低周波地震が発生した時に山

頂火口から火山灰噴出を伴うことがある。 

 

● 福徳岡ノ場 ［やや活発な状況］ 

11 日に海上保安庁、15 日に海上自衛隊が上空

から行った調査によると、福徳岡ノ場付近の海面

に火山活動によるとみられる淡い緑色の変色水

が確認された。噴煙や浮遊物は認められなかった。

変色水は、11 日には福徳岡ノ場付近から西方向

に長さ約 4.6 ㎞、最大幅約 500ｍにわたって帯状

に延びているのが認められ、15 日には南西方向

に長さ約 300ｍ、幅約 50ｍにわたって認められた。 

福徳岡ノ場では、７月２～３日に小規模な海底

噴火が発生し、その後７月 21 日まで調査の度に

付近海面で変色水が確認されたが、８月 31 日の

調査では変色水は確認されなかった。 

 

◇ 九重山 ［静穏な状況（レベル１）］ 

地震活動、噴煙活動、地殻変動等の観測データ

には特段の変化はなく、静穏に経過した。 

 

● 阿蘇山 ［やや活発な状況（レベル２）］ 

中岳第一火口浅部の熱活動はやや活発な状態

が続いている。 

中岳第一火口では、９月１～３日の夜間に、監

視カメラ（阿蘇火山博物館が火口縁に設置）で火

口底の一部に赤熱現象 4)7)が観測されたが、その

後湯だまり 8)量の増加（後述）に伴い赤熱現象は

観測されていない。 

現地観測 9)によると、火口内の湯だまりの表面

温度は 67～70℃と依然として高温であった（赤

外放射温度計 1)による、前期間は 69～74℃）。湯

だまり量は、台風 14 号による降水の影響で８日

には約７割に増加し、13 日以降は約６割で経過

した。湯だまり量増加後、湯だまり内では噴湯現

象は観測されているが、土砂噴出は観測されてい

ない（前期間の８月 29 日の観測では、湯だまり

量が約２割で、湯だまり内では小規模な多数の土

砂噴出が観測された）。 

火山性連続微動は振幅の小さい状態で経過し

た。 

孤立型微動及び火山性地震の月発生回数は、そ

れぞれ 1,791 回（前期間 2,502 回）、280 回（前

期間 419 回）と減少したが、発生状況には大きな

変化はみられていない。 

 噴煙の状況には特段の変化はなく、ＧＰＳによ

る地殻変動観測でも火山活動に起因する変化は

みられなかった。なお、国土地理院のＧＰＳによ

る広域の地殻変動観測によれば、阿蘇山を取り囲

む基線では、2004 年後半頃から山体の膨張を示

すわずかな伸びが観測されていたが、最近は伸び

の傾向が鈍化したようにみられる。 

7)阿蘇山では、赤熱現象の領域が拡大すると、火孔が開

孔し、噴火活動が活発化したことがある。 

8) 湯だまり：活動静穏期の中岳第一火口内には、地下水

などを起源とする約50～60℃の緑色のお湯がたまって

おり、これを湯だまりと呼んでいる。火山活動が活発
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化するにつれ、湯だまり温度が上昇・噴湯して湯量の

減少がみられ、その過程で土砂を噴き上げる土砂噴出

現象等が起こり始めることが知られている。 

9) 現地観測を８、13、22 及び 29 日に実施。 

 

◇ 雲仙岳 ［静穏な状況（レベル１）］ 

地震活動、噴煙活動、地殻変動等の観測データ

には特段の変化はなく、静穏に経過した。 

 

◇ 霧島山（新燃岳） ［静穏な状況（レベル１）］ 

地震活動は低調で、ＧＰＳによる地殻変動観測

でも火山活動に起因する変化はみられず、火山活

動は静穏に経過した。 

 

● 霧島山（御鉢） ［やや活発な状況（レベル

２）］ 

御鉢火口内で2003年12月に確認された噴気孔

からの噴気活動は依然としてやや活発な状態が

続いているが、21 日に火口縁上 100ｍまで上がる

噴気が観測された他は火口縁を超える噴気は観

測されず、消長を繰り返しながら次第に収まる傾

向がみられる。 

26～30 日に行った調査観測では、上記噴気孔

付近の熱的な状況に大きな変化はなかったが、噴

気量は少なかった。 

地震活動は低調で、火山性微動は観測されなか

った。ＧＰＳによる地殻変動観測では火山活動に

起因する変化はみられなかった。 

 

▲ 桜島 ［比較的静穏な噴火活動（レベル２）］ 

期間中、噴火 10)が２回観測されたが、爆発的

噴火はなかった（前期間はごく小規模な噴火を

時々観測）。噴火 10)は２日及び 19日に観測され、

いずれも灰白色の噴煙が火口縁上 1,000ｍまで

上がった。この他、ごく小規模な噴火も時々発生

し、３日及び４日に鹿児島地方気象台（南岳の西

南西約 11km）で、それぞれ降灰量 11)１g／㎡を観

測した（同気象台で降灰を観測したのは６月８日

以来）。 

火山性地震は中旬以降やや増加したが、長期的

には少ない状態が続いている。火山性微動も少な

い状態が続いている。 

ＧＰＳによる地殻変動観測では、長期的な東西

方向のわずかな伸びの傾向が続いている。 

10) 桜島では噴火活動が活発なため、噴火のうち、爆発

的噴火もしくは一定の規模以上の噴火を桜島の噴火の

回数として計数している。 

11) 降灰量は前日 09 時～当日 09 時の総量を観測してい

る。 

 

● 薩摩硫黄島 ［やや活発な状況（レベル２）］ 

４日に火山性地震がやや多く発生し、４日の日

回数は 112 回であった。その他の日は１日あたり

０～17 回で推移した。地震の一時的な増加は前

期間の８月 31 日（86 回）にもみられている。火

山性微動の発生状況には特に変化はなかった。 

監視カメラ（硫黄岳の西南西約３km に設置）

による観測では、４日は天候不良のため噴煙の状

況は不明であったが、その他の日の噴煙活動に特

に変化はなかった。三島村役場硫黄島出張所によ

ると、期間中、集落（硫黄岳の西南西約３km）で

降灰はなかった。 

 

● 口永良部島 ［やや活発な状況（レベル２）］ 

火山性地震のやや多い状態が続いている。 

火山性地震は引き続きやや多い状態で経過し、

月回数は 201 回（前期間 228 回）であった。震源

は新岳火口付近のごく浅い所と推定される。火山

性微動は期間の前半には時々発生したが、後半は

観測されず、月回数は 10 回と前期間（40 回）よ

り減少した。（図５） 

監視カメラ（新岳の北西約４km に設置）によ

る観測では、噴気等は観測されなかった。 

14～21 日に行った調査観測では、新岳の噴気

活動及び火口の状況に大きな変化はなかった。Ｇ

ＰＳによる地殻変動繰り返し観測では、2003 年

５月に比べ、引き続き新岳火口付近が膨張する傾

向がみられている。全磁力観測では新岳火口直下

の温度上昇を示すとみられる熱消磁 12)の傾向が

続いている。 

12) 熱消磁：マグマや水蒸気によって岩盤が熱くなると

岩盤の磁性が弱くなる現象。 
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▲ 諏訪之瀬島 ［活発な状況（レベル３）］ 

７～９日及び 21～23 日に噴火が観測された。 

十島村役場諏訪之瀬島出張所（以下、出張所）

によると、７～９日に火山灰を含む噴煙が火口縁

上 200～1,000ｍまで上がっているのが確認され

た。この間、集落（御岳の南南西約４km）で降灰

はなかった。 

出張所によると、21 日夜から 22 日朝にかけて

集落で降灰が確認され、22 日早朝から 11 時頃ま

で火山灰を含む噴煙が火口縁上 1,000ｍまで上

がっているのが確認された。また、23 日にも火

山灰を含む噴煙が火口縁上 1,000ｍまで上がり、

集落で降灰が確認された。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図５ 口永良部島 火山性地震及び微動の日別発生状況 

（2004 年１月～2005 年９月） 
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資料１ 過去１年間の火山活動の状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

活動状況（活動） 

▲：噴火した火山 

●：活動が活発もしくはやや活発な状態にあるか、観測データ等に変化のあった火山 

 

火山活動度レベル 

 ③：小規模な噴火が発生かその可能性 

 ②：やや活発な火山活動 

（桜島については、「比較的静穏な噴火活動」） 

 ①：静穏な火山活動 

 

10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月

雌 阿 寒 岳 活動 ● ● ● ● ● ● ● ●

十 勝 岳 活動 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

樽 前 山 活動 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

活動

ﾚﾍﾞﾙ ① ① ① ① ① ① ① ①
活動 ● ●

ﾚﾍﾞﾙ ① ① ① ① ① ① ① ①
活動 ▲ ▲ ▲ ● ● ● ● ● ● ● ● ●

ﾚﾍﾞﾙ ③ ③ ③ ③ ③ ③ ③ ③ ③→② ② ② ②

箱 根 山 活動 ●

伊 豆 東 部 火 山 群 活動 ●

活動

ﾚﾍﾞﾙ ① ① ① ① ① ① ① ① ① ① ① ①

三 宅 島 活動 ● ▲ ▲ ● ● ● ▲ ▲ ● ● ● ●

伊 豆 鳥 島 活動 ● ●

西 之 島 活動 ●

福 徳 岡 ノ 場 活動 ● ● ● ● ● ● ▲ ●

活動

ﾚﾍﾞﾙ ① ① ① ① ① ① ① ①
活動 ● ● ● ● ● ● ▲ ● ● ● ● ●

ﾚﾍﾞﾙ ② ② ② ② ② ② ②→③ ③→② ② ② ② ②
活動

ﾚﾍﾞﾙ ① ① ① ① ① ① ① ① ① ① ① ①
活動

ﾚﾍﾞﾙ ① ① ① ① ① ① ① ①
活動 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

ﾚﾍﾞﾙ ② ② ② ② ② ② ② ②
活動 ● ▲ ▲ ▲ ● ▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ▲
ﾚﾍﾞﾙ ② ② ② ② ② ② ② ② ② ② ② ②
活動 ▲ ● ● ● ● ● ● ● ●

ﾚﾍﾞﾙ ② ② ② ② ② ② ② ②
活動 ● ● ● ● ● ● ● ● ●

ﾚﾍﾞﾙ ② ② ② ② ② ② ② ②
活動 ▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ▲
ﾚﾍﾞﾙ ③ ③ ③ ③ ③ ③ ③ ③

硫 黄 鳥 島 活動 ●

平成17年 (2005年)平成16年

九 重 山

伊 豆 大 島

草 津 白 根 山

浅 間 山

諏 訪 之 瀬 島

口 永 良 部 島

薩 摩 硫 黄 島

桜 島

霧 島 山 （ 御 鉢 ）

霧島山（新燃岳）

雲 仙 岳

阿 蘇 山

　火　　山　　名　

吾 妻 山
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資料２ 2005 年９月の火山情報発表状況 

 

火 山 名 情報の種類及び号数 発表日時 概          要 

火山観測情報第 186 号 ２日 16:00
８月 27 日９月２日 15 時の活動状況。30 日実施の火山ガス

観測結果。レベルは２。 

火山観測情報第 187 号 ９日 16:00 ９月２日～９日 15 時の活動状況。レベルは２。 

火山観測情報第 188 号 16 日 16:00
９月９日～16 日 15 時の活動状況。上空及び山頂部におけ

る調査観測結果。レベルは２。 

火山観測情報第 189 号 22 日 16:00 ９月 16 日～22 日 15 時の活動状況。レベルは２。 

浅 間 山 

火山観測情報第 190 号 30 日 16:00 ９月 23 日～30 日 15 時の活動状況。レベルは２。 

火山観測情報 

第 485～492 号 

（１日２回発表） 

１～４日

（09:30 及び

16:30） 

前日 16 時～当日 09 時もしくは当日 09～16 時の活動状況、

及び上空の風の予想。 

三 宅 島 
火山観測情報 

第 493～518 号 

（１日１回発表） 

５～30 日

（16:30）
前日 16 時～当日 16 時の活動状況、及び上空の風の予想。

火山観測情報第 42 号 ２日 11:00
やや活発な火山活動が継続（中岳第一火口の熱的な活動引

き続きやや活発）。レベルは２。 

火山観測情報第 43 号 ９日 11:10
やや活発な火山活動が継続（中岳第一火口の熱的な活動は

引き続きやや活発、降水のため湯だまり量約７割に増加）。

レベルは２。 

火山観測情報第 44 号 16 日 11:00
やや活発な火山活動が継続（湯だまり表面温度の高温状態

継続、湯だまり量約６割に減少）。レベルは２。 

火山観測情報第 45 号 22 日 11:00
やや活発な火山活動が継続（湯だまり表面温度やや高い、

湯だまり量約６割）。レベルは２。 

阿 蘇 山 

火山観測情報第 46 号 30 日 11:00
やや活発な火山活動が継続（湯だまり表面温度高い、湯だ

まり量約６割）。レベルは２。 
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● 世界の主な火山活動 
  

 平成 17 年（2005 年）９月に噴火の報告された主な火山（日本を除く）は下図のとおりである。 

 このうち、活動が活発であった主な火山は以下のとおりである。 

コリマ火山（メキシコ）（図中Ａ） 

16 日にやや大きな爆発的噴火があり、噴煙が海抜約 10km まで上がった。また、27 日にもや

や大きな爆発的噴火があり、噴煙が海抜約８km まで上がった。この噴火により 30km 以上離れ

たコリマ市などで少量の降灰があった。これらの噴火の他、小規模な噴火活動が期間を通して

続いた。 

シベルチ火山（カムチャッカ半島）（図中Ｂ） 

22～23 日に噴火活動が活発になり、22 日 17 時 15 分と 22 時 59 分にやや大きな爆発的噴火が

あった。前者では噴煙が海抜約８km まで上がり、火砕流が山腹を流下して火口から 10～15km

まで達した。 

 

（以上、米国スミソニアン自然史博物館のＧＶＰ（Global Volcanism Program）による。日付は全て現地時間。火山名の

読み方は、原則として気象庁：「火山観測指針（参考編）」による。） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成 17 年９月に噴火の報告された主な火山（日本を除く） 



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /None
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Error
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJDFFile false
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /ColorConversionStrategy /LeaveColorUnchanged
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments false
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName (http://www.color.org)
  /PDFXTrapped /Unknown

  /Description <<
    /ENU (Use these settings to create PDF documents with higher image resolution for high quality pre-press printing. The PDF documents can be opened with Acrobat and Reader 5.0 and later. These settings require font embedding.)
    /JPN <FEFF3053306e8a2d5b9a306f30019ad889e350cf5ea6753b50cf3092542b308030d730ea30d730ec30b9537052377528306e00200050004400460020658766f830924f5c62103059308b3068304d306b4f7f75283057307e305930023053306e8a2d5b9a30674f5c62103057305f00200050004400460020658766f8306f0020004100630072006f0062006100740020304a30883073002000520065006100640065007200200035002e003000204ee5964d30678868793a3067304d307e305930023053306e8a2d5b9a306b306f30d530a930f330c8306e57cb30818fbc307f304c5fc59808306730593002>
    /FRA <>
    /DEU <>
    /PTB <>
    /DAN <>
    /NLD <>
    /ESP <>
    /SUO <>
    /ITA <>
    /NOR <>
    /SVE <>
    /KOR <>
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe7f6e521b5efa76840020005000440046002065876863ff0c5c065305542b66f49ad8768456fe50cf52068fa87387ff0c4ee575284e8e9ad88d2891cf76845370524d6253537030028be5002000500044004600206587686353ef4ee54f7f752800200020004100630072006f00620061007400204e0e002000520065006100640065007200200035002e00300020548c66f49ad87248672c62535f0030028fd94e9b8bbe7f6e89816c425d4c51655b574f533002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d5b9a5efa7acb76840020005000440046002065874ef65305542b8f039ad876845f7150cf89e367905ea6ff0c9069752865bc9ad854c18cea76845370524d521753703002005000440046002065874ef653ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000520065006100640065007200200035002e0030002053ca66f465b07248672c4f86958b555f300290194e9b8a2d5b9a89816c425d4c51655b57578b3002>
  >>
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice


